

































































































と述べた対象者とした。累積モパイル電話使用時間を、 30時間未満、 30・499時間、 500時
間以上とした(カットオフ点は 25パーセンタイルと 75パーセンタイルにだいたい相当す
る)。累積モパイル電話使用回数は、 650回コール未満、 650・8449コー ル、 8550コールに
分類した(カットオフ点は 25パーセンタイルと 75パーセンタイルにだいたい相当する)。
常用使用年数は、 5年未満、 5・9年未満、十年以上に分類した。最初の常用使用からの時間
も、 5年未満、 5・9年未満、十年以上に分類した。アナログ (NordicMobile Telephone: NMT) 
とデジタル (GlobalSystem Mobile: GSM)との違いも別々に分析した。非曝露を決して
モパイル電話を使用したことのない人に限る感度分析も行った。ハンドフリーを使って直
接モバイル電話をあてない場合は、電磁波曝露が 90%以上減少するので常にハンドフリー














European digital enhanced cordless telecommunication (DECT)についても gliomaも
しくはmenlngl.Omaについて分析した。
盆宣t
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